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第
十
一
期入

塾

式

祝

顧問お二人の列席を戴きました。

清水正博氏 細川三郎氏 中川千都子 代表挨拶

令和4年9月10日（土）大阪市中央公会堂にて、第11期入塾式が開催されました！
各塾生・世話人からのスピーチなど第１１期に向けスタートしました！
１年間、ともに学んでいきましょう！何卒、よろしくお願いいたします！

塾生入場会場

塾生スピーチ



令和4年10月8日(土) 人間学塾・中之島 [ 2 ]

大
野

晴
子

気
づ
け
て
い
な
い
能
力
を
み
つ
け
、

初
心
に
帰
り
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
輝

か
せ
、
人
様
の
支
え
に
な
り
た
い
。

南
場

結
香

人
と
し
て
生
き
て
い
く
真
理
を
学
ば
せ

て
い
た
だ
き
、
日
々
の
中
で
少
し
で
も
実

践
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

原

周
作

共
に
学
び
ま
し
よ
う
。
感
謝
。

原
田

真
理
子

多
く
の
講
師
の
先
生
方
の
講
演
を
お
聞

き
し
て
、
自
己
の
成
長
の
糧
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

川
村

さ
ゆ
り

心
の
栄
養
に
な
る
お
話
や
言
葉
に
出

会
わ
せ
て
い
た
だ
く
事
に
ワ
ク
ワ
ク
し

て
い
ま
す
。

林

秀
宣

「
天
意
、
夕
陽
を
重
ん
じ

人
間
、
晩
成

を
貴
ぶ
」
死
の
直
前
ま
で
学
び
続
け
て
参

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

世話人からのメッセージ

「即今着手」 中 川 千 都 子

「何事にも、喜んで取り組む」 古 田 修 平

「新しい小さな実践の着手点を掴み取ること」 松 本 学

「導いて下さった恩に報いるために、正しい教えを学び伝え、そして実践し続けます」 近 藤 宏 枝

「十年間、たくさん心の栄養を取りました。十一期は、実践の年にします」 山 路 直 美

「自分のことだけで精一杯の日々が続いていますが、利他の精神を忘れず生きようと思います」 福 本 浩 之

「一瞬一瞬新たに、下座に立つ真の本心の自分であることを自覚します」 柴 原 啓 司

「通算二十五年目の学びを継続し、新たな実践活動（親子で学ぶ寺子屋）に取り組みます」加 藤 昌 夫

「行事 心願 結実」 西 村 俊 幸

植
屋

浩
幸

私
が
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
事
柄
を

見
極
め
実
践
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

伊
藤

惠
子

講
師
の
素
晴
ら
し
い
先
生
方
や
塾
生
の
皆
様

か
ら
生
き
る
と
は
何
か
ど
う
生
き
る
の
か
を
学

ば
せ
て
頂
き
、
笑
顔
や
愛
の
あ
る
言
葉
や
ま
な

ざ
し
で
家
庭
や
周
り
を
明
る
く
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

第
十
一
期

入
塾
メ
ッ
セ
ー
ジ

牧
田

成
子

こ
れ
ま
で
の
人
生
の
多
く
の
出
会
い
や

経
験
に
感
謝
し
、
入
塾
で
よ
り
磨
い
て
私

ら
し
い
貢
献
を
し
た
い
。

新

規

入

塾

再

入

塾

中
務
友
美
子

日
本
の
良
さ
を
改
善
点
と
共
に
次
世
代

へ
伝
え
て
い
け
る
よ
う
、
形
に
し
て
い
き

ま
す
。

西
川

由
美
子

今
期
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

楽
し
み
で
す
。

濱
田

航
作

本
塾
で
、
講
師
、
塾
生
の
方
々
か
ら
人

間
学
を
学
び
、
人
と
し
て
正
し
い
こ
と
を

実
践
し
て
い
き
ま
す
。

新規10名
再入塾3名
継続32名
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石
黒

尚

今
期
は
新
し
い
塾
生
の
方
が
た

く
さ
ん
お
ら
れ
る
の
で
一
緒
に
学
べ

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

井
上
貴
子

今
年
度
も
学
ん
だ
こ
と
を
少
し
で

も
実
践
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
た
い

小
南
昭
雄

一
つ
学
べ
ば
一
つ
変
わ
る
こ
と
を

十
一
期
の
テ
ー
マ
に
し
ま
す
。
ど
ん

な
学
び
が
あ
る
の
か
楽
し
み
で
す
。

北
嶋
紀
子

「
一
日
一
生
、
充
実
し
た
毎
日
を

積
み
重
ね
て
い
く
。
そ
の
伴
走
と
し

て
今
期
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

清
林
由
佳

今
期
も
、
皆
様
と
共
に
学
ば
せ
て

頂
け
る
事
に
、
感
謝
致
し
ま
す
。

「
時
を
守
る
」
を
実
践
し
ま
す
。

田
中
喜
一
朗

十
一
期
で
七
年
目
の
人
間
学
塾
。
中

学
一
年
生
に
な
り
ま
し
た
。
学
び
の
生

涯
ま
だ
ま
だ
青
二
才
。
こ
の
一
年
楽
し

く
学
び
ま
す
。

西
尾

千
惠
子

学
び
、
御
縁
、
表
現
で
納
得
出

来
る
人
生
を
歩
ん
で
行
く
た
め
に
永

久
会
員
で
学
ん
で
行
き
た
い
で
す
。

田
中
橿
子

今
出
来
る
こ
と
を
精
一
杯
努
め
る

為
の
学
び
が
人
間
学
塾
・
中
之
島
で

教
え
て
頂
き
ま
す
。

池
永
辰
朗

「
や
る
べ
き
だ
と
決
め
た
こ
と
を

ご
く
普
通
に
続
け
る
だ
け
」
今
期
は
、

こ
う
あ
り
た
い
で
す
。

浅
野

豊

「
大
き
な
声
」
が
出
せ
る
よ
う
に

が
ん
ば
り
ま
す
。

嶋
田

泉

月
に
一
度
は
非
日
常
空
間
で
気
づ

き
を
頂
き
、
自
身
を
省
み
、
一
つ
で

も
お
役
に
立
と
う
と
思
い
ま
す
。

岩
崎
二
三
子

毎
日
の
生
活
を
見
直
す
。
（
昼
寝

は
少
し
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
も
少
し
。
）

本
を
読
む
。

岡
本
尚

学
べ
る
場
が
あ
る
、
学
ぶ
同
志
が

い
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
、
今
期
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

河
崎
利
香

一
期
で
学
ん
だ
事
、
「
立
ち
止
ま
り
、

振
り
返
り
、
見
直
す
」
を
胸
に
意
味

あ
る
二
期
目
に
し
た
い
で
す
。

横
井

康

入
塾
し
て
１
０
年
、
中
川
代
表
の

「
人
間
繁
盛
」
で
き
る
人
と
し
て
、

13
項
目
を
め
ざ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

継

続

塾

生
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宿
泊
研
修

◆

日

程

11
月
12
日(

土
曜)

～
13
日(

日
曜)

◆

会

場

伊
勢
修
養
団
研
修
セ
ン
タ
ー

伊
勢
市
宇
治
今
在
家
町
153

◆

講

師
山
元
加
津
子

先
生

「
大
好
き
は
魔
法
の
こ
と
ば
」

武
田
数
宏
セ
ン
タ
ー
長

「
ヤ
マ
ト
の
こ
こ
ろ
」

◆

費

用
塾
生

全
日
参
加

一
万
六
千
円

先日の入塾式でも山路直美世話人からご紹介いただきましたが、第10期でご講演いただいた、
岩崎順子先生から、皆様へお手紙をいただきました。
ここに、ご紹介させていただきます。改めてお礼申し上げます！

《
人
間
学
塾
・
中
之
島
》
次
月
日
程

記事 寄稿 大募集！
中之島ニュースでは記事・寄稿を大募集しています。

2012nakanoshima@gmail.com

お詫び

編集上、下記の事項が生じました。
ご容赦の方、お願いします。
・塾生紹介は名簿順ではございません。
・枠の大きさに差がございます。
・写真が不明瞭の場合があります。

お願い！
メッセージの未提出

の方は、次月号に掲
載します！

早急に提出をお願
いします！


